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研究と報告

外側広筋の筋線維走行および支配神経分布様式*

-筋電図解析の観点より-
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要 旨

比較的大きな筋の筋電図を正確に導出するためには,筋 線維走行や末梢神経筋枝の分布を詳細

に知ってお くことが望ましい。今回,外 側広筋においてその筋線維走行,末 梢神経筋枝の分布,

膝関節角度と筋線維走行 との関係を5体 の解剖用屍体において観察した。その結果,外 側広筋の

筋線維走行は遠位部と近位部 ・浅層 と深層で異なること,筋 線維走行が膝関節角度に影響される

ことが確認された。これらのことから外側広筋の筋電図導出に際して,膝 関節角度と筋線維走行

との関係を考慮しなければならないことが示唆された。
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1は じめ に

四肢骨格筋の筋電図を正確 に導出する際に筋線

維の走行やモーターポイントの位置を知ることは

非常に重要である。一般的には体表よりアレー電

極等を用いて筋線維の走行やモーターポイントの

位置をある程度確認することは可能であるが1）,

アレー電極や高性能な機器を使用することが出来

ない状況においても出来る限 り正確に筋電図が導

出で きるよう筋線維の走行や神経筋枝の走行 を詳

細に知ってお く必要がある。また,関 節角度の変

化によ り筋線維走行 も変化す ることが考 えられ
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る。 しかし,解 剖学書2),3)や文献4),5)により,筋 の

構造や起始 ・停止については詳 しく記載 されてい

るものの,筋 線維の詳細な走行や末梢神経筋枝の

分布様式を記載 しているものは少ない。今回我々

は,解 剖用屍体5体 の解剖 を行う機会があり,筋の

容積が大 きくしかも筋電図導出対象になることが

多い外側広筋を解剖 し,筋 線維の走行,膝 関節角

度と筋線維走行 との関係および大腿神経筋枝の分

布様式について観察 したので報告する。

II対 象及び方法

対象は解剖用屍体5体(男 性3,女 性2)5肢 の外

側広筋(右4,左1)で あった。それぞれ膝関節が

①0度(男 性 ・右),②10度(男 性 ・右),③30度

(女性 ・右),④50度(男 性 ・左),⑤80度(女 性 ・

右)の 屈曲角度で固定されていた。

観察項 目は,筋 線維の走行,膝 関節角度 と筋線

維走行 との関係および大腿神経筋枝の分布様式で

ある。

筋線維走行は,筋 線維束の起始部から停止部ま

でを詳細に観察 し,大 転子 と外側上顆 を結ぶ大腿
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図1筋 線維束走行測定図(右 側)

骨長軸と筋線維束のなす角度 を測定することによ

り明 らかにした(図1)。 神経の剖出は,鼠 径部付

近か ら大腿神経が枝分かれ し外側広筋に侵入する

筋枝が筋に入 り込む部分 までを肉眼的に観察する

事により明らかにした。膝関節角度 と筋線維走行

との関係は,外 側広筋の筋電図導出の際電極を貼

り付けることが多い遠位部前外側面における筋線

維束 と大腿骨長軸 とのなす角度を測定することに

より明らかにした。
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図2A右 外側広筋遠位外側面図

大腿筋膜遠位部を正中線で切開し外側方向に開いた状

態,VLLとVLOが 明 らかに確認できる,

図2B右 外側広筋外側面全体図

Ⅲ結 果

1.筋 線維走行

外側広筋は厚い大腿筋膜に覆われてお り,こ れ

を剥離 してみると,長 頭(vaｓtus　lateralis　longｓ;

VLL)と 外側大腿筋間中隔遠位端から起 こる斜頭

(va3tu81a甑alisobhquus;VLO)に 分けることが可

能であった(図2A)。VLLは,起 始部付近および

近位2/3の 外側面から後面にかけて広 く腱膜(起

始腱)に 被われていた(図2B)。VLLの 起始部後

面で大殿筋の停止腱の一部(殿 筋粗面に停止する

部分)がVLLの 腱組織 と強 く結合 しているのが観

察された(図2B・C)。

VLLの 内側面(中 間広筋とVLLと の間)遠 位21

3も 広 く腱膜(停 止腱)に 被われており,そ の内側

部すなわち中間広筋側は中間広筋の一部が停止 し

ていた(図3)。

近位表層の腱膜に被われた部分の筋線維は深

層,浅 層 ともに大腿骨長軸 とほぼ平行で,大 転子

外側面,殿 筋粗面,大 腿骨粗線の外側唇,外 側広筋

と大腿二頭筋との間にある外側大腿筋間中隔およ

び近位表層の腱膜か ら起こり外側広筋内側面の腱

膜 に付着する筋線維束が観察された。VLLの 遠位

図2C右 外側広筋起始部と大殿筋停止部との結合

後外側方向から観察,

部表層の筋線維束は,表 層を被っている腱膜か ら

起こり,中 間広筋 ・大腿直筋の停止腱および膝蓋

骨周辺の結合組織に停止 していた。

VLL遠 位表層の前外側部での筋線維束 と大腿

骨長軸とのなす角度を,膝 関節角度の異なる5屍

体で観察 した結果,① 膝関節完全伸展位の屍体で

は45度,② 膝関節10度 屈曲位では30度,③ 膝関節
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図3右 外側広筋裏面(内 側面)

大腿部を前方か ら観察.内 側広筋および中間広筋の内

側半分を切り離 し,外 側広筋を外側方向に開 き,外 側

広筋の裏面を観察している状態.

表1膝 関節角度 と筋線維走行との関係

*筋 線 維走行は ,VLL遠 位 部前外側部での筋線維束が

大腿骨長軸 となす角度 を記 している.

30度 屈曲位では30度,④ 膝関節50度 屈曲位では15

度,⑤80度 屈曲 位では10度 の角度をもって後上方

から前下方に向かって走行 しているのが観察され

た(表1)。 外側広筋の筋線維束は,前 外側部から

外側方向になるに従い大腿骨長軸 とのなす角度が

小 さくなった(図4)。 また深層になるに従い,同

様に大腿骨長軸となす角度は小 さくなった。

2.末 梢神経筋枝の分 布様 式

図5に 外側広筋に侵入する大腿神経筋枝 を示 し

た。鼠径部から遠位方向に向かった大腿神経は外

側広筋,内 側広筋,大 腿直筋,中 間広筋に侵入する

部分に枝分かれし,外 側広筋に侵入するための筋

枝が さらに3～4本 に分岐するのが全例において

観察 された(図5A)。 また最 も遠位の神経はさら

に数本に分岐 し筋に侵入 しているのが観察 された

(図5B)。

図4右 外側広筋遠位前面から外側面にかけての筋線

維束走行

大腿筋膜を剥がした状態での観察.

ⅠⅤ考 察

筋電 図を導出す る際,表 面電極 は筋線 維の走行

に沿 って貼 り付 ける ことが一般的 である6)7)。 筋

電 図 は,双 極 誘 導 にお い て 一 方 の電 極(active

recording　electrode)と も う一方の電極(reference

electrode)と の 電位差 を測 定 し記録 され る もので

あ り,電 極 と筋線維の位置 関係 に よって導 出 され

図5A右 外側広筋に入り込む大腿神経筋枝

B右 外側広筋に入り込む大腿神経筋枝遠位端

A図 の黒線で囲んだ部分の神経が,筋 内に内に人り込

む様子を観察するために筋を外側方向に開いた状態.

筋内に入り込んだ神経は更に複雑に分岐している.

る筋電図波形は異なってくる8)。このため,周 波数

解析等の解析対象 となり得る筋電図を導出するに

は筋線維に沿 うように電極を貼 り付けることが望

ましい。そこで,筋 電図を導出する対象 となるこ

とが多い筋のうち,筋 が最 も大 きく筋線維走行が

複雑であると推察 した外側広筋の筋線維走行 を観

察 した。その結果,外 側広筋の筋線維走行は複雑

で,近 位部 と遠位部または表層 と深層では異なる

ことがわかった。解剖学書 によると,外 側広筋は

大転子外側面,大 腿骨粗線の外側唇,外 側広筋と

大腿二頭筋短頭の間にある外側大腿筋間中隔およ

び大殿筋停止部の腱から起こり,膝 蓋骨 または大

腿直筋 ・中間広筋の停止腱に付着すると記載され

ている2)。しか し,詳細 に観察すると筋線維束の起

始停止は複雑で,起 始部から起 こった筋線維束の
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多 くは外側広筋内側面 を広 く被 っている腱膜に付

着 し,ま た表層を被っている腱膜か ら多 くの筋線

維束が起 こり膝蓋骨上縁 および外側縁 の結合組

織,中 間広筋 ・大腿直筋の停止腱や外側広筋内側

面を被っている腱膜に付着 していることがわかっ

た。 また,一 般の解剖学省 には記載が ないが,

Hamsey4)やWeinstables)ら が報告 している外側大

腿筋間中隔遠位端か ら起 こるVLOが 全例で明確

に観察することができた(図2A・B,図4)。

解剖学書等に記載 されている筋走行はあ くまで

解剖学的肢位での記載がほとんどであ り,肢 位 を

変えたときの筋線維走行についての報告は見あた

らない。そこで筋線維の走行を詳細に観察すると

共に膝関節角度 との関係 も加えて観察 した。その

結果,膝 関節角度の異なる5屍 体において,膝 関節

屈曲角度が大 きいものほど,VLL遠 位部前外側面

の筋線維 と大腿骨長軸とがなす角度が小 さくなる

傾向にあった。 このことから,外 側広筋を対象に

して筋電図を導出する際,膝 関節の角度により電

極貼 り付け場所を考慮 しなければならない場合が

あると考えられた。

外側広筋に侵入する大腿神経筋枝を観察 した結

果,複 数の場所から神経筋枝が侵入していること

が確認できた。肩甲下筋を対象に した研究におい

て,筋 線維の走行が上部と下部で異なり,そ れぞ

れに侵入する神経筋枝が存在 し,上 部線維 と下部

線維で肩関節外転角度により活動様式が異なるこ

とが報告されている9)。外側広筋において も神経

筋枝が複数に分岐 していることに加え,筋 線維走

行が部位によって異なること,深 層 と表層または

遠位と近位で筋線維 タイプの割合が多少異なると

いう報告などか ら10),部位により活動様式に差が

ある可能性が示唆された。

Vま とめ
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5屍体5外 側広筋の解剖を行い,筋 の起始・停止,

その走行 と関節角度変化 による走行の変化および

末梢神経筋枝の分布様式を観察 した。外側広筋の

筋線維走行は複雑で,筋 の部位や深 さで異なるこ

と,膝 関節角度に影響 される事 などがわかった。

また,末 梢神経筋枝が複数に分岐 し筋内に侵入 し

てい くのが観察された。

参考文献

1)星 宮 望,他:筋 運 動 制御 系.p.23-35,昭 晃 堂,東

京,1993.

2) Williams PL,  a  al.: Gray's Anatomy. 38th ed. p. 873, 

  Churchill Livingstone, 1995. 
3) Basmajian JV: Primary Anatomy. 8th ed. pp. 178-179, 

  Williams & Wilkins, 1982. 

4) Hallisey MJ,  a  al.: Anatomy of the junction of the vastus 

  lateralis tendon and patella. JBJS, 69: 545-549, 1987. 

5) Weinstabl R,  a  al.: The extensor apparatus of the knee 

  joint and its peripheral vasti: anatomic investigation and 
  clinical relevance. Surg radiol  Anat,  11:  17-22, 1989.

6)吉 田 正 樹,他:整 流 積 分 筋 電 図 の 精 度 改 善 の 方法.

医 用 竃 子 と 生体 工 学,26:25-31,1988.

7)鈴 木 良 次,他:生 体 信 号-計 測 と解 析 の 実体-.P・

51-64,コ ロ ナ社,東 京,1989.

8)栢 森 良 二 訳:神 経 ・筋 疾 患 の 電 気 診 断 学 一 原 理 と実

際一.p.25-35,西 村書 店,新 潟,1989.

9) Kadaba MP, et al.: Intramuscular wire 

   electromyography of the subscapularis. J of 

 Orthopaedic Research, 10: 394-397, 1992. 

10) Johnson MA,  a  al.: Data on the distribution of fiber 

   types in thirty-six human muscles an autopsy study. J 

 Neurol  Sci, 18:  111-129, 1973.


